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近年、福島原発由来の高濃度放射性 Cs含有微粒子(CsMP)が大気中、土壌中から検出されいる。本研究で

は、土壌中における全 Cs放射能に対する CsMPの放射能寄与率定量法を開発し、福島県の表層土壌に適用

した。その結果、表層土壌中における CsMPの放射能寄与率は 10-40%と算出された。 
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1. 緒言 

 福島第一原発由来放射性 Csは、その大部分が水溶性 Csとして放出され、土壌中の粘土鉱物に強く吸着・

固定されて表層5 cm以内のとどまっていると考えられている。一方で最近、通常のCs吸着粘土鉱物(Cs-clay)

よりも約 107-9倍放射能密度が高い難溶解性の CsMPが大気中、土壌中から検出されており、その環境放射 

能への寄与を定量化することが求められている。本研究では、表層土壌中における全 Cs 放射能に対する

CsMPの放射能寄与率定量法を確立し、実際の福島県の表層土壌に適用することを目的とした。 

2. 実験 

 オートラジオグラフィーを用いながら、土壌から放射能を持つ粒子を単離した。粒子の各々の形態

(CsMP・Cs-clay)を判別した後、各粒径における粒子の個数－放射能ダイアグラムを作成し、放射能に基づ

く CsMP の条件を決定した。そして、その条件をもとに、実際の福島県内 9 地点の表層土壌の放射能寄与

率を算出した。 

3. 結果・考察 

画像解析にもとづいた CsMPの個別同定法を確立した。114 mメッシュ以上の粒子はすべて Cs-clayま

たはその凝集体と同定され、114 mメッシュ未満の粒子からほぼすべての CsMPが確認された。この画分

において、0.06 Bq以上の放射能を持つ粒子を CsMPと同定し、その値を閾値として設定した。この手法を

もとに、福島県内の各表層土壌中における CsMPの放射能寄与率は 10-40%と算出することができた。 
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